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研究成果の概要（和文）：本研究は、決定方略の推定法を開発し、開発手法を用いて推定された方略と意思決定
の関係を検討し、意思決定支援に向けた利用方法の提案を目的としていた。本計画では以下の成果を得た。
1. 情報探索系列に関して、情報モニタリング法、眼球運動測定、計算機シミュレーションの三種のデータの比
較を行った。2. 計算機シミュレーション、情報モニタリング法、深層学習を組み合わせ、決定方略の同定を行
なった。3. 悪い意思決定を避けるという観点から、計算機シミュレーションと情報モニタリング法による心理
実験を実施し、分析を行った。分離型の決定方略は悪い決定を導き、最善の選択への努力が最悪の結果を招く可
能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop a method for estimating decision 
strategies, to examine the relationship between the strategies estimated using the developed method 
and decision making, and to propose a method for using the method to support decision making. The 
following results were obtained in this project. We compared data from three types of information 
search series: information monitoring methods, eye movement measurements, and computer simulations. 
2. Identification of decision strategies was conducted by combining computer simulation, information
 monitoring, and deep learning. 3. From the viewpoint of avoiding bad decisions, we conducted a 
psychological experiment using computer simulation and information monitoring methods and analyzed 
the results. It was suggested that the disjunctive decision strategy leads to bad decisions, and 
that the effort to make the best choice may lead to the worst possible outcome. 

研究分野： 行動意思決定論

キーワード： 意思決定　計算機シミュレーション　情報モニタリング法　意思決定過程　過程追跡法
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研究成果の学術的意義や社会的意義
よい意思決定、合理的な意思決定、あるいは満足できる意思決定をするためには、または悪い意思決定を避ける
には、意思決定者自身が意思決定場面において、どのような状況下であるのか、どのような決定方略を用いるの
か、そして、どのような意思決定に至るのかを把握する必要があると考えられる。これまでの決定方略の分析と
適応では、移動方向の傾向を表す指標などが提案されてはいるものの、定性的な分析に留まっており、意思決定
場面などの変化によって、どのような決定方略が用いられていたかを記述できているとは言えなかった。意思決
定の予測、および意思決定支援に役立てられると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ−１９、Ｆ−１９−１、Ｚ−１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

多肢多属性意思決定状況において、選択肢の数、属性の数、呈⽰⽅法、表現⽅法、時間的切迫
といった種々様々な要因に依存して、⾛査される選択肢や属性の順序が変化し、その結果として
意思決定が変化することが知られている。意思決定者にとって、よい意思決定、合理的な意思決
定、あるいは満⾜できる意思決定を⾏う、または悪い意思決定を避けるには、意思決定者⾃⾝が
意思決定場⾯において、どのような状況下で、どのような決定⽅略を⽤いて、そして、どのよう
な意思決定に⾄るのかを把握することが必要であると考えられる。このような意思決定の状況
依存的な側⾯を記述するために、さまざまな決定の仕⽅（決定⽅略）が⾒いだされてきた（Payne, 
Bettman, & Johnson, 1993, Tversky, 1972）。決定⽅略とは、意思決定過程において、どのような
情報探索がなされ、評価がなされるのかについての⼼的操作の系列として定義される（連結型
（CON）、分離型（DIS）、Elimination by aspects 型（EBA）、辞書編纂型（LEX）、半順序辞書
編纂型（LEX-S）、勝率最⼤化型（MCD）、加算差型（ADF）、加算型（EQW、WAD））。 

しかし、これまでの決定⽅略の分析と適応では、移動⽅向の傾向を表す指標などが提案されて
はいるものの、定性的な分析に留まっており、意思決定場⾯などの変化によって、どのような決
定⽅略が⽤いられていたかを記述できているとは⾔えなかった。意思決定の予測、および意思決
定⽀援を⾏うために、定量的に決定⽅略を推定する必要があると⾔える。 
 
２．研究の⽬的 

本研究では、意思決定⽅略の定量的推定法を開発し、開発した⼿法を⽤いて推定された⽅略と
意思決定の関係を定量的に検討し、消費者の意思決定⽀援に向けた処⽅的な利⽤⽅法の提案す
ることを⽬的とする。本研究では、過程追跡法で⽤いられる情報探索データ、⾔語プロトコルデ
ータ、眼球運動データを対象とする。情報モニタリング法による意思決定実験、決定⽅略の計算
機シミュレーションを⽤いて，決定⽅略の推定を⾏い、意思決定⽀援に向けた提案を⾏うことを
⽬指す。 
 
３．研究の⽅法 
３．１ 情報モニタリング法実験 

実験者が指定した決定⽅略でノートパソコンを選択する課題を実施した。属性は、価格、重量、
保証期間、バッテリー、CPU、RAM であった。属性は 3 ⽔準で設定され、すべての選択肢は、
最⾼⽔準の属性が 2 つ、中程度の属性が 2 つ、最低⽔準の属性が 2 つからなるように構成され
た。課題は、属性×選択肢の表形式で呈⽰され、タッチパネルディスプレイにランダムに配置さ
れた。属性⽔準は隠されており、参加者がセルに触れている間だけ、属性⽔準が表⽰された。以
降の分析では、CON（連結型）、DIS（分離型）、EBA（Elimination-by-aspect型）、LEX（辞書編纂
型）、WAD（加重加算型）、EQW（等加重加算型）、ADF（加算差型）、MCD（勝率最⼤化型）を
分析対象とした。実験参加者は、⼤学⽣ 70名（男 19名、⼥ 51名）であった。決定に⾄るまで
に参加者が探索したセルの座標系列を記録した。 
 
３．２ 決定⽅略の計算機シミュレーション 

Payne et al. (1993)、⽵村・原⼝・⽟利（2015）の⽅法に基づいて、決定⽅略の計算機シミュレ
ーションを実施し、決定に⾄るまでに探索された利得⾏列の座標系列を記録した。決定⽅略は、
実験で⽤いた決定⽅略の他に、ランダムに探索をする RAN を設定した。ここでは、RAN は、探
索回数を 1 から選択肢数×属性数の中からランダムに決定し、探索回数分だけ座標をランダム
に決定した。ただし、WAD と EQW、ADF と MCD は同じ探索の仕⽅であるため、それぞれ⼀つ
の決定⽅略のみを計算した（以降、それぞれ ADD、DIF とする）。 

属性値は 1 から 1000 の整数とし、重要度は 0 から 1 の実数とし、いずれも⼀様乱数から⽣成
した。また、実験データとの⽐較においては、情報モニタリング法実験の⽔準数と揃えて、属性
⽔準は{1, 2, 3}と定めた。シミュレーションでは、選択肢数（5、8、10）、属性数（3、5、8）、重
要度の分散（⾼、低）、ドミナンス選択肢（有、無）の条件を設定した。各条件・各⽅略のシミ
ュレーションの試⾏数は、10,000回とした。 
 
３．３ 深層学習 

計算機シミュレーションの座標系列データに関して、試⾏毎に、縦・横・斜めの移動回数、お
よび⼀度でも探索したセルの個数を集計した。これらの指標に選択肢数、属性数を加えて、決定
⽅略の分類を⾏うための深層学習を⾏った。深層学習には TensorFlow 2.10.0 を⽤いた。これらの
指標を標準化し、決定⽅略毎にランダムに 75%の試⾏を訓練データ、25%をテストデータに分割
した。エポック数は 8、バッチサイズは 16384 とした。訓練結果によるテストデータの正判別率
は、95.53％だった。 
 



 

 

４．研究成果 
４．１ 情報モニタリング法実験 

計算機シミュレーションと情報モニタリング法の探索データに関して、決定⽅略毎に、総探索
数、縦、横、斜めの移動回数の平均値を求めた。情報モニタリング法の平均値とシミュレーショ
ンの平均値との差分を、シミュレーションの値で基準化した。また、各差分の絶対値の平均を
Mean とした。Mean より、CON が実験とシミュレーションとの差が最も⼩さいことが⽰された。
次いで、LEX、ADF、MCD の Mean が⼩さい傾向であった。DIS は、全ての指標で、シミュレー
ションよりも多く探索されていることが⽰された。WAD と EQW共に、Horizontal の値が⼤きか
った。結果より、選択肢毎に総合評価をする加法型の使⽤が求められても、他の選択肢と⽐較し
つつ決定していると⽰唆される。CON、LEX、ADF、MCD での差分が⼩さかったことからも、
必要条件や他の選択肢といった基準と⽐較しながらの選択は容易であるが、選択肢毎に総合評
価しながらの決定は困難と考えられる。 
 
４．２ 深層学習による決定⽅略の分類 
深層学習で訓練したモデルを、情報モニタリング法の座標系列データに適⽤した。指定された

⽅略と分類された⽅略の⼀致率は、40.18%であった。CON と DIS、EBA と LEX といった類似し
た探索パターンを持つ決定⽅略は相互に誤って分類される傾向であった。また、EBA と LEX は
RAN に分類される傾向であった。また、WAD、EQW は、半分以上のデータが CON に分類され
た。ADF と MCD も、CON に分類される傾向が⽰された。WAD と EQW、および ADF と MCD
の 1/7以上が CON に分類された。加算型・加算差型のような補償型の⽅略は、⽅略の探索⽅法
を教⽰されても実際にその通りに探索できないものと考えられる。また、DIS に分類された度数
は 1/7 未満であった。実験の参加者はより多くの情報を探索しようと試みていた可能性がある。 
 
４．３ 悪い意思決定の分析 

期待値が最⼩である選択肢の採択率を、最も悪い選択肢の採択率とした。Figure 1 に、コンジ
ョイント分析と重み推定による最悪の選択率を⽰した。DIS のような注意に基づく決定⽅略は、
より悪い決定を導き、最善の選択をしようとすると、かえって最悪の結果を招く可能性が⾼ま
ることが⽰唆された。計算機シミュレーションと情報モニタリング法実験から、LEX のような
最も重要な要素を考える決定⽅略は、最悪の意思決定の回避につながるという結果が得られた。
これらの結果は、緊急事態における意思決定⽀援に実⽤的な⽰唆を与えると考えられる。 

 

 
Figure 1. Worst-choice rate of the conjoint analysis and weight estimation for the single- and two-stage 

decision strategies.（Takemura, Tamari, & Ideno, 2023） 
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